
学んだ知識と日常生活との関連付けから、

理科の有用性を実感させる指導方法の工夫

～教科書のコラム教材の活用を通して～

東京都江東区立第二砂町中学校 渡邉 純

I はじめに

「中学校学習指導要領解説理科編（平成29年7月）」（以下、「中学校学習指導要領解説

理科編」と表記）第2章第1節教科の目標には、『学びに向かう力、人間性等を育成するに

当たっては、生徒の学習意欲を喚起し、生徒が自然の事物・現象に進んで関わり、主体的に

探究しようとする態度を育てることが重要である。その際、自然体験の大切さや日常生活や

社会における科学の有用性を実感できるような場面を設定することが大切である｡」とある

ように、日常生活や社会における科学を学ぶ有用性を実感できる授業を行うことが求められ

ている。

しかし、「全国学力・学習状況調査（文部科学省)」（以下、「全国学力・学習状況調査」と

表記）では、「理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思います

か」という問いに対する生徒の肯定的な回答が過去4回とも50％～60台であった。（図1参

照）また、国際数学・理科教育動向調査(TIMSS)でも、「理科を勉強すると、日常生活に役

立つ」における日本の中学生の肯定的な回答が過去5回とも53～65％を推移し、中学生国

際平均の83～85％を大きく下回った。（図2参照）
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「理科の授業で学習したことは、将来、社会に出た 「理科を勉強すると、日常生活に役立つ」（図2）
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次に、中学校学習指導要領解説理科編題第1章第3節理科改定の趣

旨「資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージ」に着目

した。3年間を通じて計画的かつ科学的に探究するために必要な資

質・能力を育成するためには、各学年で主に重視する探究の学習過程

を以下のように整理している。
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以下は、全国学力・学習状況調査における教員の意識調査の結果（図3参照)、本校生徒

の意識調査の結果（図4参照）である。図3と図4を比較すると、教員は、自然の事物・現

象から問題を見いだすことができる指導を行っているにも関わらず、生徒は、日常生活から

問題を見いだすことができておらず、指導者側と学習者側で授業に対する意識をずれがある

ことが分かった。（本校生徒は学校事情により、3年間を通して5人以上の理科教員から指

導を受けている事情を鑑み、全国学力・学習状況調査における教員の意識調査の結果を比較

検討資料として活用）
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「日常生活の中で起こる現象・理科の技術が用いら
れている製品などについて、「なぜ」と考え、学習
した内容と関連づけて原理などを考えることはあり

ますか」（図4）

『理科の指導に関して、実生活における事象との関連を

図った授業を行いましたか｡」（図3）

このことから、指導者側としては探究の過程において、自然の事物。現象に進んで関わ

り、その中から問題を見いだす過程を重視し指導にあたっているが、その効果的な指導方法

について一貫性はなく、指導者側も手探りの状態で指導に当たっているため、生徒の実感に

つながっていないことが要因として挙げられた。このことから本研究においては、学んだ知

識を日常生活と関連付け、自然事象に対する気付きから新たな問題を見いだす指導方法を提

案し、生徒の理科を学ぶ有用性を醸成させることにした。

Ⅱ 教育実践又は研究の方法

1 研究仮説

本研究では、生徒が日常生活と関連付けた学習活動を多く取り入れ、訓練を重ねること

で、身近な自然現象等から「なぜ」という問題意識が生まれ、新たな課題を見いだすことに

つながるという仮説を立てた。

|●段階1 学習しだ内容と日常生活や社会と関連付け、「なぜ」を見つける学習活動’

学習した内容が日常生活や社会の中でどのように活かされているか、自分が体験したこと

や自分で調べたことを用いてポートフォリオにまとめ、整理・構築することで、日常生活か

ら得られる「なぜ」という気づきが新たな問題を見いだす探究心を育む。

|●段階2 新たな問題に対して解決する手立てを考え共有する学習活動’

他者が考えた新たな問題、またそれを解決する手立てを意見として聞き、様々な意見をグ

ループ化し、議論を通して知り得た様々な意見をもとに自分の考えを再構成することで、理

科を学ぶ有用性を実感するとともに、身近な自然事象等からさらなる問題を見つけ出そうと

する姿勢や多角的な視点でのものの見方・考え方を育む。
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そこで、本研究を進あるにあたり「教科書のコラム教材」を活用することにした。学習内

容と日常生活や社会との関連付けを考える際、多くの生徒にとってどの視点で考えるかが分

からず課題に取り組むことができないと予想されたためである。教科書は生徒にとって最も

身近な教材の一つでもあるが、本校生徒の実態調査からは、教科書を十分に活用して学習に

取り組めていない現状が明らかになった。以下は本校生徒の実態調査結果と江東区立中学校

理科教員の実態調査の結果である。生徒の「普段の学習では、教科書・問題集（参考書含

む）どちらを使って学習することが多いですか（図5参照)」という問いに対して、69．4％

の生徒が問題集（参考書含む）を中心に学習していることが分かった。また、生徒の「教科

書にあるコラム（くらしの中の理科・Science Press・科学のあしあと）などを読むことは

ありますか（図6参照)」という問いに対して、否定的な回答は41．3％となった。
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どちらを使って学習することが多いですか」（図5）「教科書にあるコラム（くらしの中の理科･ Science Press

科学のあしあと）などを読むことはありますか」（図6）

また、教員の「生徒に対する理科の指導として、授業で使用する主な学習ツールは何です

か（図7参照)」という問いに対して、教科書以外を回答する教員は、70．6％となり、「生徒

に対する理科の指導として、教科書のコラム（くらしの中の理科・Science Press・科学の

あしあと）を活用して授業を行うことはありますか（図8参照)」という問いに対して、

41．2%の教員はコラム教材を十分に活用して授業を行っていないことが分かった。
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「生徒に対する理科の指導として、教科書のコラム（くら

しの中の理科･ Science Press ･科学のあしあと）を活用
して授業を行うことはありますかJ(図7)

「生徒に対する理科の指導として、授業で使用する
主な学習ツールは何ですか」（図7）

このことから､生徒も教員も理科に関する知識の 電織休綱鳳職

蕊定着を第一に考えていることが分かる。また、学習 を駕蕊#憩龍驚離難麗
たどきの…喧から電見跡英号廻鏑肉壁を柵冑

した内容を日常生活と関連付けたり、そこから問題 鰯:諏翻逸しやずく｡函!…通し幅<‘，

鵜議灘毒”望鶏騨を見いだす手立てに関しては指導者側も日々模索し 競漁鰡欝謡魏f蝋：

ながら授業を行っていることが分かった。

本研究では、教科書のコラム教材を活用した学習内容と日常生活との関連付け、また、そ

こから生まれる「なぜ」から問題を見いだす力の育み方の工夫について、授業実践を通して

考えていく。
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2 研究構想図
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3 指導方法

学習した内容と日常生活との関連付け、そこから生まれる

に、ポートフォリオシート「Discovery Sheet」を作成した。

｢なぜ」を整理・構築するため
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以下に示す、「日常生活の中にある『なぜ』を調べる項目j(以下、「日常生活の中『な

ぜ』」と表記）を8カ所設けた。8カ所で足りない生徒には2枚目を配布した。

■日常生活の中にある「なぜ」を見つける課題

④内容（仕組みなど）雄恥
一

、／

１
１

、／

図 ③関連ページ

ノ、ノ

教科書のコラム教材、その他の情報機器等を用いて日常生活の中で感じる「なぜ」を整理

し、学習内容であるキーワードを関連付ける。また、教科書・インターネット等を用いて仕

組み等を調べ学習内容を深化させる。

以下に示す「日常生活の中にある「なぜ」を活用し、現代社会の問題を解決する項目」

（以下、「現代社会の問題を解決する課題」と表記）を設けた。

■日常生活の中にある「なぜ」を活用し、現代社会の問題を解決する課題
「なぜjをもとに､日常生活を便利にしたり、現代社会が抱える謀題を解決するアイデアを考え分かりやすく表現してみよう（図･絵可）

1
なぜ恥 解決したい課題

具体的な内容

中学校学習指導要領解説理科編題1章総説1節改訂の経緯及び基本方針②育成を目指す資

質・能力の明確化に「予測困難社会の変化に主体的に関わり、慣性を豊かに働かせながら、

どのような未来を創っていくか、どのように社会や人生をよりよいものにしていくのかとい

う目的を自ら考え、自らの可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を

身に付けられるようにすることが重要である」とある。「現代社会の問題を解決する課題」

に生徒が取り組むことにより、身近な自然現象から問題を見いだす力とともに、未知なる課

題を解決する力（資質・能力）を獲得できると考えた。

「日常生活の中『なぜ』」や「現代社会の問題を解決する課題」に取り組みやすくするた

めに、「Map (日常生活の見取り図)」（以下、「Map」と表記）をDiscovery Sheetの裏に印刷

した。Mapは「Ⅱ 教育実践又は研究の方法1研究仮説」の段階2「新たな問題に対して解

決する手立てを考え共有する学習活動」の際に、個人で考えてきた内容が類似している生徒

どうしで少人数班が組みやすくなるグルーピングツールとしても活用した。
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4 具体的な指導の流れ

本研究では、身近な自然現象からの気づき『なぜ」は習慣的なもの多いため、日常生活と

関連付けた学習活動を繰り返し実践することが重要であると確認した。以下が具体的な指導

の流れである。

〔具体的な指導の流れ〕

’
I

’ 授業外授業

①Discovery Sheetの配布・説明

②大単元・小単元の学習（観察・実験・講義等）

③発表会（個人・班・学級）

●段階1 学習した内容と日常生活や社会と関連付け、「なぜ」を見つける学習活動の工夫

（ｱ)授業で関連付けのヒントを出し、関連付けや「なぜ」を見つけやすくした。

（ｲ)大単元・小単元の学習で区切り、関連付けや「なぜ」を見つける時間を確保した。

（ｳ)休み時間・昼休み・放課後に生徒が質問できる時間を確保した。

（工)理解・習熟が十分でない生徒に対して、声掛けをするとともに、ヒントを与えた。

●段階2 新たな問題に対して解決する手立てを考え共有する学習活動の工夫

（ｱ)他者が考えた「新たな問題｣、「解決法」を理解するために、評価シートを作り、評価

や意見を記録できるようにした。

（ｲ)少人数班で発表することで、Discovery Sheetで調べてきたことや考えてきたことを

一人一人が全て発表できる時間を確保した。

（ｳ)日常生活の中にある「なぜ」を活用し、現代社会の問題を解決する課題では、班の発

表から選ばれた代表者が発表をよりよくするために、班内で議論させた。

（工)発表では、質疑応答しやすくするために学級を三つのグループに分け、ホワイトボー

ドを使ったポスターセッションを行った。

『

●段階1「なぜ」を見つける活動

●段階2 新たな問題の解決方法を考え共有する活動



5 指導事例

【'ヅ第3学年第’分野「」における事例

単元名 「運動とエネルギー」

目標

・私たちのくらしの中で、力の合成や分解、水中の物体に加わる力、物体の運動、仕

事とエネルギーがどのように生かされているかを考え、「なぜ」という気づきや問

題意識をもつことができる。

。「なぜ」という気づきから生まれる新たな問題を、学習内容等を活用して解決する

手立てを考察することができる。

単元の指導計画

●時間中●時間で「運動とエネルギー」を学習する。最後の1時間（本時）で「Ⅱ

教育実践又は研究の方法1研究仮説jの段階2「新たな問題に対･して解決する手

立てを考え共有する学習活動」を実施する。

展開

ア
イ

ウ

コニ

時間 学習活動 指導上の留意点 評価

導入

5分

本時の授業の流れについて再度確認を行う。

’灘議蕊議鍵灘譲議議鍵議議羅蕊譲蕊譲
蕊謹憲謹謹

展開

40分 ･ MAPを用いて、個人で考えてきた内容が類似して

いる生徒同士で少人数班を編成する。

鐘蕊羅蕊鯛騒議認羅議騒騒
，個人で考えてきた、現代社会の問題を解決する方

法を発表させる。

・司会者を決め、

必ず全員が発表

するようにする。

・発表の際、斑員

への説明用に写

真や書籍を持参

することも許可

する。

・発表後、代表者を一人決め、代表者の発表をより
令

よいものに改良できるか班で考える。

・代表者はアイデアを集約し、班で説明用ホワイト

ボードを作成する。

鰯，鰯 Ⅱ
８
８
９
８
０
■
６
０
９
６
８
８
９
０
９
０
Ｕ
６
Ｂ
８
８
も
Ｉ
Ｏ
８
８
Ｅ
６
１
０
Ｂ

・各班で考えた内容を代表者を中心にホワイトボー

ドを用いてポスターセッション形式で発表する。

・代表者の発表後、疑問に思ったことや質問してみ

たいことを発表者に質問する。

まとめ

5分

教師の総括を聞く。

■

7

蕊謹



Ⅲ 教育実践又は研究の結果・成果・考察

1 調査結果

本研究による「学習内容と日常生活との関連付けを通して、『なぜ』という気づきから生

まれる新たな問題に対して解決する手立てを考える学習活動』に取り組む前後で、生徒の意

識の変容を調査した。【調査対象：第二砂町中学校の生徒（事前160人、事後154人)】

事前アンケート（％） ｜ 事後アンケート（％） 肯
定
的
回
答
の

増
加
（
※
）

■

あ
ま
り
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ら
な
い

全
く

あ
て
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ま
ら
な

い

あ
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り

あ
て
は
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ら
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全
く
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て
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あ ま
あ
ま
あ
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質
問

と
て
も

あ
て
は
ま
る

ま
あ
ま
あ

あ
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は
ま
る

と
て
も

て
は
ま
る

質問項目

口
理科の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役に立つと思
いますか。

25.0 48．1 21．3 5．61

普段の学習では、教科書・問題集

（参考書含む）どちらを使って学習
することが多いですか。

問題集
69．4

教科書
30．6

2

教科書にあるコラム（くらしの中の
理科・SCience Press・科学のあしあ

と）などを読むことはありますか。

35．6 24．4 16．93 23．1

｡I

日常生活の中で起こる現象・理科の

技術が用いられて製品などについ

て、「なぜ」を考え、学習した内容

と関連づけて原理などを考えること

はありますか。

生3.1 34．4 7.515．04

ロ

質問4の内容について、その仕組み

を教科書を用いて調べることはあり

ますか。

10．0 31．3 35．6 23α15

2 本研究の成果

本研究において、①学習した内容と日常生活や社会と関連付け、「なぜ」を見つける学習

活動、新たな問題に対して解決する手立てを考え共有する学習活動を行い、それらを繰り返

すことで、理科の有用性を実感させることにつながったか考えられる。具体的な成果として

は以下の4点が考えられる。

（1）学習内容と日常生活との関連付けを通･して理科の有用性を実感

（2）教科書の活用頻度の増加

（3）探究心と問題を見いだす力の育成

（4）思考力。表現力の向上

Ⅳ 教育実践又は研究のまとめ（今後の展望）

本研究を通して、今後の課題および今後の研究の方向性については、以下の3点が挙げられ

る。

（1）評価計画について

( 2 ) DiScovery Sheetの発表活動の形式について

( 3 ) Discovery Sheetの用いる小単元・大単元の設定と一人一台端末の使用について

8



Discovery Sheet～学習した内容を伺常生活と結びつけ｢なぜ｣を発見してみよう～ L"lLI①日常生活の中の｢なぜ」 ②ｷｰﾜｰﾄﾞ ④内容（仕組みなど）

、
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１
１
１
‐
Ｉ
、

、

3年 組 番 氏名
1一

回 ③関連ページ

［吟 1吟｝ ’）｛ 新たな発見･課題の「解決」へ学習内容を「活用」して日常生活の中での「気づき」

ノノ

1(－－単元名 を終えて

①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワード ④内容（仕組みなど）なぜNo

■日常生活の中にある「なぜ」を見つける課題 、／ 、

①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワード ④内容（仕組みなど）"No ■

'‐

、
ノ

、

／
１１１‐‐１１１Ｊ‐ＩＩＩＩＩＩＩｌｌ‐‐‐‐‐‐．‐、、、』一

回 ③関連ページ

画 ③関連ページ ノ、 ノ

、ノ ①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワード"No ④内容（仕組みなど）

／

1
、

ノ

〆
、

④内容（仕組みなど）①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワードL遡上
〆 、

I
、

回 ③関連ページ

、⑥ 回 ③関連ページ 、

ノノ 、
剛 ①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワード ④内容（仕組みなど）

~－、〆 〆

幟肋 ①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワード ④内容（仕組みなど）

／
ｉ
‐
‐
Ｉ
‐
、

、〆 、
回 ③関連ページ

|図 ③関連ページ 、 ノ、

■日常生活の中にある「なぜ」を活用し、現代社会の問題を解決する課題

「なぜ｣をもとに、日常生活を便利にしたり、現代社会が抱える課題を解決するアイデアを考え分かりやすく表現してみよう(図･絵可）

、 ノノ

I

|‘
ﾛ

’
左ぜNo①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワード 解決したい課題④内容（仕組みなど）"No I

／ 、 〆 、
E

’
具体的な内容

囚 ③関連ページ

、 ノノ、



Discovery Sheet～学習した内容を日常生活と結びつけ『なぜ｣を発見してみよう～ ④内容（仕組みなど）図

侭電側のｺｲﾙに交漉電溌
が漉れる曇憩えず“が表

化するの窓、磁界壱変化す

る｡差の結暴充電鳳のコイ

ルの中の磁界が変化して､麓

k導篭識が溌我る｡_一一一

_"MJ①日常生活の中の｢なぜ」 ②キーワード

'悪電垂を直接､霊鐵
に差し込琴ぢいでも充

篭でぎるワイヤレス充

睡とはとのはどのよう

、必ものか ノ

電磁露導
3年 組 番 氏名

回 ③関連ページ

吟吟 新たな発見・課題の「解決」へ学習内容を「活用」して日常生活の中での{~気づき」
P206 光田逼

唾ﾌTのf肩寒のしくみ

灘鍵灘単元名｜

■日常生活の中にある「なぜ」を見つける課題

"No l①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワード

鍵鍵識蕊議騨瀞溌①日常生活の中の「なぜ」 ②キーワード"No

F,雷舌 詞
塾｡』穐恩⑤垂罰金：雲金:皇縄漁 侭睡所で作られた篭富
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鯵仕組野で睡圧の低い

家庭で値える睡笂に変

、えているのか ノ
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垂が発生する。
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『なぜ｣をもとに、日常生活を便利にしたり、現代社会が抱える課題を解決するアイデアを考え分かりやすく表現してみよう（図･詮可）
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ffんだ知識と日常生活との関連付けから理科の有用性を実感さ:せる指導方法の工夫

～教科書のコラム教材の活用を通して～

’ 東京都江東区立第二砂町中学校 主幹教諭 渡邉 純
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【新学習指導要領解説】

学びに向かう力、人間性等を育成するに当たっては､生徒の学習意

欲を喚起し､生徒が自然の事物･現象に進んで関わり、主体的に探究

しようとする態度を育てることが重要である｡その際、自然体験の大切

さや日常生活や社会における科学の有用性を実感できるような場面

を設定することが大切である。
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